
　（別紙４（２）） 事業所名 グループホーム　やすらぎの丘

目標達成計画 作成日：　平成２９年　２月　２４日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 6

夜間のオムツ外しがあられるので、つなぎ服を着
て頂いている。家族の承諾もあり３ヶ月に１回検討
会も行っている。

つなぎ服の着用を止め、パジャマで休んで頂
く。

H28.12/15から夜間パジャマを着て頂いた。オムツ外しがあら
れるので、前後ろ反対に着用しました。オムツ外しはあられま
せんでしたが、1/25ズボン・ショーツを脱がれておられまし
た。今は通常にオムツを着用し、パジャマで寝て頂いていま
すが、2/18オムを外されました。布団に鈴を付けて音がする
と直ぐに駆けつけるのですが、１時間程ごそごそされる時が
あられます。

達成

2 13

地区の代表者の参加から、地域の参加を促し地
域との協力体制がさらに進む事を期待したい

火災や地震、水害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を職員全員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築く。

①大坪分団の方に挨拶に行く。
②やすらぎの防災係りと相談し、今後の地区との
関わり方を決める。 ６ヶ月

3

入居者様の家族のアンケートで職員の言葉使い
で気になる事はありませんか？の答えで１部の職
員の言葉使いが気になる。１名がありました。

本人様と家族様にとって、どのような言葉使い
がいいか、話し合い職員全員で統一する。

①職員全員にアンケートを取る。
②家族会で問いかけてみる。（無記名でアンケー
トを取った方が良いか？直接話を聞く方が良い
か？）

３ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。
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